
学校番号 １０１２ 

令和２年度 情報科 

 

教科 情報 科目 社会と情報 単位数 ２単位 年次 １年次 

使用教科書 「改訂版 高等学校 社会と情報」 （数研出版） 

副教材等 30時間でマスター Office2016 （実教出版） 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・情報化社会が進展していく中で、コンピュータやネットワークについて、実践的・体験的に学習

することで情報化社会を生き抜く力を身につけましょう。 

・コミュニケーション力が求められている中で、目的や場面に応じたコミュニケーションの手段を

使い分ける力を身につけましょう。 

 

２ 学習の到達目標 

・情報の特徴と情報化が社会に及ぼす影響を理解する。 

・情報機器や情報通信ネットワークなどを適切に活用して、情報を収集、処理、表現する。 

・効果的にコミュニケーションを行う能力を養い、情報社会に積極的に参画する態度を育てる。 

 

 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 b:思考・判断・表現 c:技能 d:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

情報や情報社会に関

心をもち、身の回りの

問題を解決するため

に、自ら進んで情報及

び情報技術を活用し、

社会の情報化の進展

に主体的に対応しよ

うとする。 

情報や情報社会にお

ける身のまわりの問

題を解決するために，

情報に関する科学的

な見方や考え方を活

かすとともに情報モ

ラルを踏まえて，思考

を深め，適切に判断し

表現している。 

情報及び情報技術を

活用するための基礎

的・基本的な技能を

身に付け，目的に応

じて情報及び情報技

術を適切に扱ってい

る。 

情報及び情報技術を

活用するための基礎

的・基本的な知識を

身に付け，社会にお

ける情報及び情報技

術の意義や役割を理

解している。 

評
価
方
法 

学習状況の観察 

授業プリントの記述 

実習作品 

発表 

授業考査の結果 等 

学習状況の観察 

授業プリントの記述 

実習作品 

発表 

授業考査の結果 等 

学習状況の観察 

授業プリントの記述 

実習作品 

発表 

授業考査の結果 等 

学習状況の観察 

授業プリントの記述 

実習作品 

発表 

授業考査の結果 等 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 

 



４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 

１
学
期 

情
報
社
会 

【社会の変化と個人の責任】 

 ・ネット上のモラル 

○ ○  ○ a: ・インターネットの特質と

個人の責任，心構えなどについ

て考え、意欲的に取り組んでい

る。 

b:インターネットを使用して

のコミュニケーションの心構

えを理解する。 

c:インターネット上のコミュ

ニケーションで適切な対応が

できる。 

d:インターネットの利点や問

題点などの特質について理解

する。 

・ 学習状況

の観察 

・授業プリン

トの記述 

・ 授業考査

の結果 

１
学
期 

情
報
安
全 

【個人による安全対策】 

  ・パスワード、セキュリティ 

【知的財産権】 

  ・著作権 

  ・産業財産権 

○ 

 

○ 

  ○ 

 

○ 

a: ・ウイルス対策などの情報

セキュリティ、パスワードの重

要性ついて，関心を持ってい

る。 

・著作権侵害の質問に対して，

関心をもって答えることがで

きる。 

b: ・著作権侵害の質問に対し

て，どのような権利を侵害して

いるかを適切に思考して判断

できる。 

・パスワードの重要性やコンピ

ュータウイルスについて正確

にまとめられる。 

c: ・適切なパスワードの設定

や適切なウィルス対策を行う

こができる。 

d:・適切なパスワードの重要

性、ウィルス対策の重要性を理

解できる。 

・著作権の様々な権利を理解で

きるか 

・ 学習状況

の観察 

・授業プリン

トの記述 

・ 授業考査

の結果 



１
学
期 

問
題
解
決 

【ワープロソフト】 

  ・ワープロソフトとは 

  ・文字の修飾 

  ・表つきの文書 

【表計算ソフト】 

  ・四則演算 

  ・関数＋絶対参照 

 

○ 

 

 

 

○ 

○ 

 

 

 

○ 

○ 

 

 

 

○ 

○ 

 

 

 

○ 

a:・ワープロソフトを利用し相

手の立場に立ち、どうすれば情

報をわかりやすく伝えること

ができるのか考え、意欲的に取

り組んでいる。 

・表計算ソフトを利用し統計的

な処理で情報を分析する方法

を考えることができる。 

b:・ワープロソフトを利用し、

伝えたい内容を文書や図解に

よる表現を用いてまとめるこ

とができる。 

・表計算ソフトを利用し、目的

に応じて適切な関数を選択す

ることができる。 

c:・ワープロソフト、表計算ソ

フトの使い方に習熟し編集が

できる。 

d:文章の構成、図解の必要性と

その種類、特性を理解できる。 

・ 学習状況

の観察 

・授業プリン

トの記述 

・実習課題 

・ 授業考査

の結果 

２
学
期 

問
題
解
決 

【プレゼンテーション】 

 ・グループプレゼンテーショ

ン 

 ・個人プレゼンテーション 

 

 

○ ○ ○ ○ a: 準備段階における情報収集

に意欲的に取り組んでいる。 

b:聴衆を意識したストーリー

の組み立てと、スライド作成の

技法を理解しプレゼンテーシ

ョンができる。 

c: プレゼンテーションソフト

ウェアの使い方に習熟し、効果

的なプレゼンテーションがで

きる。 

d: プレゼンテーションの意義

を理解し、準備や発表の仕方を

理解できる。 

・ 学習状況

の観察 

・実習課題 

・発表 

・相互評価 

・ 授業考査

の結果 



２
学
期
・３
学
期 

デ
ィ
ジ
タ
ル
化 

【ディジタル化】 

 ・ディジタル情報の特徴 

 ・数値や文字の表し方 

 ・音声のディジタル化 

 ・画像のディジタル化 

  

○  ○ ○ a:・ディジタル化の特性を理解

し、意欲的に課題に取り組んで

いる。 

b: ディジタル化のメリットを

理解し、音楽・画像編集ソフト

ウェアを使用することができ

る。 

c: 画像、音声編集ソフトウェ

アの使い方に習熟し、アレンジ

編集ができる。 

d: ディジタル化のメリット、

デメリットについて理解でき

る。 

・ 学習状況

の観察 

・実習課題 

・ 授業考査

の結果 

３
学
期 

問
題
解
決 

【Webページによる情報発信】 

・インターネットの基礎 

・ネットワークの活用 

・情報発信者の心構え 

・ＨＴＭＬの理解 

・Ｗｅｂページの作成 

○ ○ ○ ○ a: 課題作成のために、Ｗｅｂ

ページ編集ソフトウェアを使

用し、意欲的に取り組んでい

る。 

b: ＨＴＭＬの特性を理解し、

編集ができる。 

c: ＨＴＭＬの記述方法に習熟

し、編集ができる。 

d:Ｗｅｂページを公開する際

の心構えについて理解できる。 

・ 学習状況

の観察 

・授業プリン

トの記述 

・実習課題 

・ 授業考査

の結果 

 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:思考・判断・表現 

c:技能         d:知識・理解 

 

 ※ 年間指導計画（例）作成上の留意点 

  ・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単

元）の各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について

○を付けている。 

 

 


